
理科学習指導案
日時  平 成 ] 5 年 ] 1 月

学級   3年 A組 男子20名

授業者 教 諭  関 川覚司

1 2日 ( 7 1く)

女子15名 計 3 5名
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本時 の目標                 i
モデル を用いた実験 を行い、金星の見え方 について考察す る。
展開

段階 学習内容 学習活動 留意点 ・評価
導

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
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既

提示 された天体 ( 金星 ) は 球であ

るのになぜ欠 けて見えるのかを考
える

P Cを 使 い、既習事項

図や写真 を織 り交ぜ え

補 足資料 と して、月

球 の写真 に よ り、か

が太 陽 の反 対側 で 洗
かせ確認する

( 既習事項 ・四季 のZ

の確認 を行 う。
さが ら進める

面か ら見た地

けヽて い る部分
| るこ とを気づ

左化)

金星 の見 え方 を探 ってみ

展

開
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ノ

モ デル

確認

モデル

実験 の

実JFA

モデル の使 い方 、観 察方 法 、記録
につぃて確認す る

モデル を用 いて グルー プ ご とに工

夫 して観祭す る

観察 を基 に図を書 く

発見や疑間をメモす る

記録 か ら自分 の考 えをま とめ

る

切　　ウ　韓　キ　難嬢

いイ　数　デノレの　伽　勤球．太

モデノレ　　　モデ′レ競降け　わ売．博Ｗ

支

法

　

　

ス
法
―

―

発見や気づきを大切にさせ る

15

実 験 結 果 の確

認

観祭結果 か らわかつた ことを発表
する

同 じ考えでもできるだけ発言を求める

実際の金星の見 え方 について補足説

明をす る

実際 の金 星の見 え方 につい て写真
で確認す る

終

末

　

　

　

５

学 習 内 容 の 確

認

今 日の学 習で わか つた こ とをま と

める

感想 を記入す る

学んだ事柄 をま とめる

本時の授業で学習 した事柄 をま とめ

提示す る

盆星のモデル実験や資料な
から、金星の形 と見かけの
大きさなどの変化について地
球と企星の公転運動と関連づ
けて考えることができる。

の耐 ろ欠 けや 見かけの

きさの変化について、地球や
金星の公転運動による太陽の
光の当たり方や榔互の位置の
変化と関連づけて考禁できる。

の見え方について、
や金星の公転運動と関連
て考えることができる。

運動と関連づけ
て考えることが困難である。

の満ち欠けに関する封
吸を行うことができる 画し、行うことができる。

盆星のモアル
ができる。

のモデル実験を行 うこと
が困難である。
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吉欲的に日周運動や星座の

観察を行うととt)に、天球
権や地球儀を用いたモデル

実験やコンピュータによる
シミュレーションなどを行
い、例祭 ・実験の結果と地
球の動きとを関連づけて考
えようとする。

①太陽や星座の日用運動の観
察を行い、それらの現象が、
地球の自iほによる相対運動で
あることをすに測う

~る
ことがで

きる。

②季節による星座の位置の移
り変わり、昼夜の長きの変化、
太陽高度の変化などのモデル

実験や資料から、地球の公転
や地llllのかたむきとの関連を

見いだすことができる。

①透明半球を用いた太陽の日

周運動や星座の見かけの動
き、季節による星座の位置の

移り変わりなどを観察して記

録し、観測結果をまとめたり

発表したりすることができ
る。
②天体現象のモデル実験を行
うことができる。

①地球が自帳をしていること

を理解し、太陽や星座の日周

運動が、地球の自帳によって

起こる見かけの動きであるこ

とを説明できる。

②地球が公転していることを理

解し、そのために季節によって

見える星座が移 り変わること、
公転運動と地軒由のかたむきのた

めに、季節による昼夜の長さの

ちがいや大llD高度の変化が起こ

ることを説明できるn

判
断
基
準

A

星の 1日 の動きに強い関心
をもち、星の動きの観察や、
その記録用紙を透明半球に
はる作業などを進んで行お
うと可
…
る。

(D星の勁きの観察記録用紙を
透明半球にはりつけた資料を
もとに、星の1日 の動きにつ
いて正しく考察できる。
②モデル実験や資料から、地
球の公転や地軸のかたむきと
の関連を正しく見いだすこと
ができる。

①透明半球を使つて、星の1
日の動きを考察でユる。
②モデル実験や資料から、地
球の公転や地軸のかたむきと
の関連を見いだすことができ
る。

て 半駄亦京
~夏
が五百万誠き

を考察することが困難である。
②モデル実験や資料から、地
球の公転や地軸のかたむきと
の関連を見いだすことが困難
である^

①透明半球に太陽の位置や 1
日の動きの道筋を正しく記入
し、移動距離を正確に測定で
きる。
②天体現象のモデル実験を自
ら計画し、行うことができる。

①地球が自転をしていること
を理解し、太陽や星座の日周
運動が、地球の自転によつて
起こる見かけの動きであるこ
とを説明できる。
②北半求、南半球の季節のち
がいを、地軸のかたむきと公
転による太陽高度と昼の時間
のちがいによるものとして説
明できる。   、
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①太陽の1日の動きを、透明
半球を使つて記録できる。
②天体現象のモデル実験を行
うことができる。

①太陽の1日の動きを、透明
半球を使つて記録することが
困難である。
②天体現象のモデル実験を行
うことが困難である。

①地球が自転をしていること
を理解し、太陽や星座の日周
運動が、地球の自転によって
起こることをいえる。
②北半球、南半球の季節のち
がいを、地れ1のかたむきと公
転運動を使つて説明できる。
①地球が自転していることが
オつかる
②北半求、南半球の季節のち
がいを、地軸のかたむきと公
転運動を使つて説明すること
が閑雛である    ｀

星の 1日の動きを、透明半
球などを使い支援を受け調
べようとする。

太
陽
系
の
天
体

評

価

規

準

③太陽、惑星、恒星とその
動きに関心をもち、肉眼や
双‖R鏡、天休望遠鏡を用い、
継続的に調べようとする。
④太陽系の天体に関心をも
ち、進んで調べるとともに、
宇宙の広がりについても興
味をもつて調べようとする。

③太陽の黒点などの形状や動き
などの観察から、太陽の特徴を

指摘できるとともに、恒星の特
徴を見いだすことができる。
④金星のモデル実験や資料な
どから、金星の形と見かけの
大きさなどの変化について地

脊隼箸景曾舎警療率讐暑予
づ

金星の満ち欠けに関するモデ
ル実験を行 うことができる。

③観察記録や資料にもとづい

て、形や大きさなど太陽の特

徴を知るとともに、恒星と惑
星の特徴を比較 して理解し、
知識を身につける。

④惑星の公転と関連づけて、
太陽系の構造と広がりについ
て理角弔し、知識を身につける。
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一　
Ｂ

③インターネ ットやほかの
資料で金星の観察に適 した
時期を選び、進んでその動
きを調べようとする。
①星空を見上げることを意
識 し行い、宇宙の広が りに
ついても興味をもつて調べ

ようとする。

③在玉あ蒟百に関心をヽち〔
進んで調べようとする。
④里空を見上げることを意
識し行う。

③太陽の黒点などの形状や動
きなどの観察から、太陽の特
徴を指摘できるとともに、発
展し恒星の特徴として正しく
見いだすことができる。!

④金星の満ち欠けや見かけの大
きさの変化について、地球や金
星の公転運動による太陽の光の
当たり方や相互の位置の変化と

目轍 擢 籍 訪 泳 輸
きなどの観察から、大ll■の特
徴を指摘できる。
①金星の見え方について、地
球や金星の公転運動と関連づ
けて考えることができる。

金星のモデル実験を自ら計画

し、行うことができる。
③太陽の特徴を正しく知り、
恒星と惑星の特徴を比較して
理解し説明できる。
④太陽系を構威する天体 (太
陽、惑星、衛星、小惑星、流
星)と その運動、空間的な広
がりなどについて、的確な説
明ができる。

金星あ子デル実験を行うこと
ができる。

③太陽の特徴を知り、恒星と
惑星の特徴を比較して理解し
できる。
④惑星やその他の小天体もふ
くめて、太陽系の構造につい
て説明できる。

C

③金星の動きについて支援
を受け調べようと'いる。
④あまり意記tして星空を見
ない。

③太llSの黒点などの形状や勁
きなどの観察から、太陽の4寺
徴を指摘するのが困難である。
①金星の見え方について、地
球や金星の公嘱運動と関連づ
けて考えることが困難であるA

至玉め毛デル実験を行うこと
が困難である。

③太陽の特徴を知り、恒星と
惑星の特徴を比1交して理解す
ることが困難である。
④惑星やその他の小天体もふ
くめて、大ll■系の構造につい
て説明することが困難であるn



指導計画項 目 めてみよう

て 星 や 太
陽 は ど の
よ う に 動
い て 見 え
るか

の 目 転 に よ っ

星 や 太 陽 は どの よ う
に動いて見 えるか

徴 を調 べ
てみよう

の よ う な
天 体か

言欲 的に 日周運動や星座の観察 を行 うとともに、天球儀や地球儀
を用いたモデル実験やコンピュータによるシミュレーションなど
を行い、観察 ・実験の結果と地球の動きとを関連づけて考えよう

い 、それ らの現象 が 、地球 の

転による相対運動であることを推測することができる

こよる星座 の位 置の移 り変わ り、昼夜 の長 さの変化、
度の変化などのモデル実験や資料から、地球の公転や地軸のか

いた太陽の日j司運動や星座の見かけの動き、季節
置の移 り変わりなどを観察して記録し、観測結果

をまとめたり発表したりすることができる

地塚が目転を していることを理解 し、天陽や星座の日周運動が、
球の自転によって起こる見かけの動きであることを説明できる。

∪把塚が公転 してV る`ことを埋解 し、そのために李師によつて見える星
座が移 り変わること、公転運動と地軸のかたむきのために、季節による
昼夜の長さのちがいや太陽高度の変化が起こることを説明できる。

0太 陽、惑星、恒星とその動きに関心をW
体望遠鏡を用い、継続的に調べようとする

こ関 心 を も ろ 、運 ん で 調 べ る と と も に 、 宇 宙 の

がりについても興味をもつて調べようとする。

(9天陽の黒点などの形状や動きなどの観察から、
るとともに、恒星の特徴を見いだすことができる。

り金星のモデル実験や資料などから、金星の形と見かけの大きさ
などの変化について地球と全星の公転運動と関連づけて考え、太

9観 察記録や貸料にもとづいて、形や大きさなど天陽の特
るとともに、恒星と惑星の特徴を比較 して理解 し(知 識を
けるハ                      自 動 こ引 てヽの策甜ト

て、太陽系の構造 と広が りについて
し、知識を身につける。

※定期テスト・単元テス トでの評価項目については時数 lo及 び 16に 記載
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スケッチ (  上 から 〕 ス ケ ツチ (      か ら)

わかった こ と ,           思 ったこと

自 分 で ま と め る

み ん なで ま とめ る

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

こ

ま

る

き

け

で
つ
解
見

理

を

て

法

い

方

つ

の
方

験

え

実

見
ル

の

デ

星
モ
金

○

○
とが で き ま した か
した か



思 考

技 能

A Ｂ

　

Ｂ

Ｃ

　

ＣA

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考 A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C
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技 能  A  B  C
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技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  c

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  八  日  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

思 考  A  B  C

機 能  A  B  C

思 考  A  B  C

技 能  A  B  C

評価基準
A  十 分 稀 舟 で き る B  お お すPね で き る C

3暑暑昌畳2客曇圏畳暑骨畳盗登〔迄景暑
金星の両ろ欠けやミ かけの大きさの変化に
ついて、地球や全星の公転運動による太陽
の光の当たり方や相互の位置の変化と関連
づ席ィを基で き ス_

金星の見え方について、地球や金星の
公転運動と関連づけて考えることがで
きる。

金星の見え方について、地球や金星の公
転運動 と関連づけて考えることが困難で
ある。

机間巡絹に浩ける支揺

金星の満ち欠けに関するモデル冥験を行 う
ことができる。

綿容 ,実 験 の持能 ・寿盟

金星 のモデル 実験 を 目 ら計 laHし、行 つ
ことができる。

金星のモデル実験を行 うことができ
る。

金星のモデル実験を行 うことが困難であ
る。

机間無視における主解


